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茂肘古生 ･相見 浦 ･祐非正成 ･本坊-失
く研究概要)
A)東アジアの化石霊長輔の進化に関する研究


























































































































































































































































杉山幸九 ･森 明雄 ･松村秀一
く研究概要)
A)西および束アフリカに生息する大型納入狼の
行動 ･生態学
杉山幸九 ･MichaelA.Hufmanl)･
竹元博幸2)･松原 幹2)
全頭個体識別のもとに長州追跡してきたギ
ニア国ポッソウの野生チンパンジーについて,①
遊動域内の植物季節と糞分析による採食虫の季節
変化調査を継続した｡②全個体の式､尿,災内の
毛をDNA分析のため採集した｡現在分析中であ
る｡③近隣個体群との遺伝的類縁度を明らかにす
るため､ニンバ山のチンパンジー生息地における
上記資料の収張を開始した(集団迫伝分野 ･嶋田
誠との共同研究)｡◎野外突験も含めた道具使用行
動のVTR記録の分析 ･整理を進め､その発達と伝
播の分析をおこなった｡
さらに､ウガンダ国ブドンゴ森の野生チン
パンジーについて,寄生虫感妄削こ対する自己治嫉
行動の行動生態学的調査を行い.採良品目と非栄
養的摂取物の薬効作用について研究した (京都
大･大束 肇､近畿大･小晴水弘一､村上 明､オ
ランダ国ライデン大･A.Poldermanとの共同研
究)｡
B)ヒヒ類の研究
森 明雄
エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダ
ヒヒのポピュレーションの研究を行っている｡エ
チオピア北部の袋田とは隔離されたこのゲラダヒ
ヒの小ポピュレーションは､ユニット構成が不安
定で､各ユニットの独立性が高い｡両地域の生態
的､社会的特徴の比較から.ゲラダヒヒのバンド
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